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取り出された燃料デブリを安全に収納し、移送し、安定的な保管に用いる燃料デブリ用収納缶の仕様につ
いて検討した。 
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1. 緒言 
福島第一原子力発電所（1F）の廃止措置に向けて燃料デブリの収納・移送・保管技術を確立するため、

燃料デブリ用収納缶の開発を行っている。米国スリーマイルアイランド原子力発電所 2 号機（TMI-2）では
収納缶を用いで燃料デブリを移送・保管したが 1F での特有の条件を考慮して安全機能、および一連の取扱
い作業を設定する必要がある。 

2. 移送・保管システムの仮定 
TMI-2 での実績を踏まえ、国内実績のある使用済燃料の移送、プール保管、乾式保管施設を参考に 1F 燃

料デブリの移送・保管システムを仮定した（図 1）。1F の廃止措置においては、燃料デブリを安全に移送・
保管できることに加えて、廃止措置の早期実現、作業性など、全体としての合理性検討も重要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

3. 機能分担を考慮した収納缶仕様 
仮定した移送・保管システムに対して必要となる安全機能を設定し、収納缶と収納缶の取扱い時に関連

する周辺機器（施設含む）との安全機能の分担を設定した。設定にあたっては TMI-2 の実績等を考慮した
（表 1）。また、機能分担に基づき、収納缶の概念形状を設定した（図 2）。 

◎安全機能：未臨界、除熱、閉じ込め、遮蔽、構造強度（取扱／事故時）、水素対策※1、材料健全性※2 
※1：水の放射線分解により発生する水素の防爆策、 ※2：海水成分の残留を想定した材料の耐食性の確保  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

この成果は、経済産業省／平成 26 年度補正予算「廃炉・汚染水対策事業費補助金（燃料デブリ収納・
移送・保管技術の開発）」で得られたものの一部である。  
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図 2 収納缶の概念形状 
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表 1 機能分担に基づく収納缶仕様 

図 1 収納缶開発にあたって仮定した燃料デブリの収納・移送・保管の方法(案) 
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